
令
和
２
年
度
当
初
予
算
・
県
の
組
織

健
康
し
が
へ
の
挑ち

ょ

う

戦せ

ん

～「
変
わ
る
滋
賀 

続
く
幸
せ
」に
向
け
て
～

  未来への投資（子どもを育む環
か ん

境
き ょ う

づくり）

  世界とつながり  わくわくするチャレンジ

  やまの健康

  強くしなやかな地域づくり

令和2年度のポイント

　誰
だれ

もが出産や子育てに安心感を持てるように、結
けっこん

婚から出産・子育てや不
ふ

妊
にん

治
ち

療
りょう

など、切れ目ない支
し

援
えん

を行います。また、誰
だれ

ひとり取り残すことなく、すべての子どもが健やかに生まれ育つことができる

安全・安心な環
かん

境
きょう

を整えます。

①切れ目ない支
し

援
え ん

（ライフステージ別）
●結

けっこん

婚・出産・不
ふ

妊
にん

治
ち

療
りょう

の支
し

援
えん

（14.3百万円）　●保育人材・保育の質の向

上（106.0百万円）　●県立学校ICT環
かん

境
きょう

整備（1,089.6百万円）　●私立学校

の振
しんこう

興（3,672.1百万円）　など

②生きづらさを抱
か か

える子どもへの支
し

援
え ん

●児童虐
ぎゃく

待
たい

から救う（202.8百万円）　●困難な課題を抱
かか

える子どもを支
し

援
えん

（3.4百万円）　●医
い

療
りょう

的

ケア児の通学に係る保護者支
し

援
えん

（19.6百万円）　など

●未来を担う子どもたちが本県で夢と希望を持って育つ環
かん

境
きょう

づくりを健康・医
い

療
りょう

・福
ふく

祉
し

の各面か
ら総合的かつ戦略的に推進するため、子ども・青少年局に「子ども未来戦略室」および「家庭支

し

援
えん

推
進室」を設置（健康医

い

療
りょう

福
ふく

祉
し

部）　●ICTを活用した教育施
し

策
さく

を総合的かつ強力に推進するため、教
育総務課に「教育ICT化推進室」を設置（教育委員会事務局）

●道路の保全や交通安全施
し

設
せつ

の整備（ハード事業）と、自転車の安全で適正な利用を含
ふく

む交通安全
に係る啓

けいはつ

発事業等（ソフト事業）に一体的に取り組むため、交通安全対策室を道路課に移管の上、
同課を「道路整備課」および「道路保全課」に再編（土木交通部）

●文化財保護行政について、文化芸術、観光、産業振
しんこう

興、景観・まちづくりなど他分野と総合的・
一体的に推進するため、文化財保護課を知事部局（文化スポーツ部）に移管　●貴重な財産・地域
の誇

ほこ

りである文化財を後世に確実に継
けい

承
しょう

していくため、保存と活用の好
こう

循
じゅん

環
かん

をつくり上げるべく
「文化財活用推進室」を、彦

ひこ

根
ね

城の世界遺産登録に向けた取り組みを推進すべく「彦
ひこ

根
ね

城世界遺産登録推進室」
を文化財保護課に設置（文化スポーツ部）　●データを活用した観光企

き

画
かく

機能を充
じゅう

実
じつ

・強化するとともに、各
種の観光施

し

策
さく

を有機的かつ一体的に推進し、国内外からの本県への誘
ゆう

客
きゃく

を一層促
そくしん

進するため、観光振
しんこう

興局の
観光政策室およびここ滋賀推進室を「観光企

き

画
かく

室」および「観光推進室」に再編（商工観光労働部）

　誰
だれ

もが自分らしい未来を描
えが

ける生き方につなげられるよう「健康しが」の取り組みをさらに進めます。
産業の振

しんこう

興においては、「新たなチャレンジ」が日本で一番行いやすい県、「社会的課題」をビジネスで解

決し続ける県を目指します。滋賀の歴史文化の価値や魅
み

力
りょく

をしっかりと磨
みが

き、広く発信していきます。

①健康しがの推進
●みんなでつくる「健康しが」（70.2百万円）　など

②新たな時代に向けた産業の振
し ん こ う

興
●中小企

き

業
ぎょう

のAI・IoTの実装（14.7百万円）　●「実証実験のフィー

ルド滋賀」（20.4百万円）　●スマート農業（29.8百万円）　●滋賀

ならではの観光（234.9百万円）　●「ビワイチ」の推進（345.4百万

円）　●外国人材受入れ・共生（98.7百万円）　など

③幻
まぼろし

の安土城復元プロジェクトの始動
●「幻

まぼろし

の安土城」復元プロジェクト（19.9百万円）　●歴史文化遺産の魅
み

力
りょく

発信（14.7百万円）　など

　森林・林業・農山村を一体的にとらえ、都市との経済的循
じゅん

環
かん

を促
うなが

し、
農山村の活性化を図ります。

①やまの健康　●「やまの健康」（3,700百万円）　など

　大規模な自然災害に対する備えを強化して、災害に強い地
域づくりを目指します。また、地域モビリティのあり方の検
討を進め、移動弱者のない社会づくりを進めます。

①災害に強い地域づくり
　●強

きょう

靭
じん

な社会インフラ（16,345百万円）　●地域防災力の向上（187.2百万円）　など

②地域モビリティのあり方検討　●地域モビリティのあり方（14百万円）　など

●地球の健康“しがCO2ネットゼロ”を推進!!　●（仮
か

称
しょう

）死生懇
こ ん

話
わ

会
か い

の開
か い さ い

催
●「スカーレット」レガシープロジェクト

　

令
和
12
年（
２
０
３
０
年
）に
向
け
て
、

滋
賀
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
基
本
構
想「
変
わ
る
滋
賀 

続
く
幸
せ
」の
２
年
目
が
始
ま
り
ま
す
。

　

人
の
健
康
、
社
会
の
健
康
、
自
然
の
健

康
か
ら
な
る「
健
康
し
が
」の
取
り
組
み
を

一
段
高
め
る
た
め
、「
人
」「
経
済
」「
社
会
」

「
環か

ん

境き
ょ
う

」の
４
つ
の
視
点
に
基
づ
い
て
、
今

年
度
の
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

誰だ
れ

も
が
新
し
い
豊
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る「
未
来
へ
と
幸
せ
が

続
く
滋
賀
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

支える
組織

支える
組織

支える
組織
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歳入
5,705億円

県税
172,500
（30.2％）

県税
172,500
（30.2％）

分担金及び
負担金
2,218（0.4％）

分担金及び
負担金
2,218（0.4％）

使用料及び
手数料
7,998（1.4％）

使用料及び
手数料
7,998（1.4％）

県債
79,062（13.8％）
うち臨時財政対策債
23,200（4.1％）

県債
79,062（13.8％）
うち臨時財政対策債
23,200（4.1％）

地方交付税
117,000
（20.5％）

地方交付税
117,000
（20.5％）

国庫支出金
67,455
（11.8％）

国庫支出金
67,455
（11.8％）

地方譲与税
24,332（4.3％）
地方譲与税
24,332（4.3％）

交通安全対策
特別交付金
370（0.1％）

交通安全対策
特別交付金
370（0.1％）

地方特例交付金
1,090（0.2％）
地方特例交付金
1,090（0.2％）

地方消費税
清算金
59,830（10.5％）

地方消費税
清算金
59,830（10.5％）

繰入金
11,334（2.0％）
繰入金
11,334（2.0％）
繰入金
11,334（2.0％） 寄付金 140（0.0％）寄付金 140（0.0％）寄付金 140（0.0％）

繰越金
0（0.0％）
繰越金
0（0.0％）
繰越金
0（0.0％）

財産収入
2,374（0.4％）
財産収入
2,374（0.4％）

諸収入
24,797
（4.4％）

諸収入
24,797
（4.4％）

歳出
5,705億円

人件費
168,433
（29.5％）

人件費
168,433
（29.5％）

扶助費
62,083
（10.9％）

扶助費
62,083
（10.9％）

公債費
76,483
（13.4％）

公債費
76,483
（13.4％）

義務的経費
306,999
（53.8％）

その他の経費
167,897
（29.5％）

その他
15,112（2.7％）
その他
15,112（2.7％）

一般行政費
135,278
（23.7％）

一般行政費
135,278
（23.7％）

普通建設事業費
94,791
（16.6％）

普通建設事業費
94,791
（16.6％）

貸付金
17,507（3.1%）
貸付金
17,507（3.1%）

災害復旧
事業費
813（0.1%）

災害復旧
事業費
813（0.1%）

投資的経費
95,604
（16.7％）

投資的経費
95,604
（16.7％）

義務的経費

31億円
投資的経費

151億円
その他の経費

108億円

県税

20億円
地方交付税

40億円
県債

71億円

税率の引上げの影響による地方消費税の増加などによ
り、県税は3年連続の増収を見込んでいます。

臨時講師の処遇改善や幼児教育・保育の無償化などで、
人件費と扶助費が増加します。

国の計画を踏まえると、地方税の増収とともに地方交付
税の総額が増額され、前年度から増加する見込みです。

社会福祉施設整備への補助は減少しますが、防災・減災、
国土強靭化対策事業や、県立学校のICT環境整備事業の
費用が増加します。

公共事業や公共施設の新築・整備のための事業費の増加
により、令和元年度より増加しています。

公共地先行取得事業に係る貸付金が減少する一方で、地
方消費税の税率引上げの影響による市町への交付金など
により増加しています。

令和2年度当初予算額

県の「予算」を家計簿に例えると

一
い っ ぱ ん

般会計 5,705億円 対前年度当初予算比290億円増 5.4％

歳
さ い

入
にゅう

収入

歳
さ い

出
しゅつ

支出

令和2年度当初予算・県の組織 健康しがへの挑戦 ～「変わる滋賀 続く幸せ」に向けて～

令和2年度当初予算を10万分の1に圧縮して、年間収入571万円の家庭に例えています。

給料 358万円
　うち基本給 （県税） 173万円
　うち諸手当 （地方交付税など） 185万円
公的助成 （国庫支出金など） 93万円
預金の取崩し （繰入金） 11万円
銀行からの借入 （県債） 79万円
親戚への貸付金の返済など （諸収入） 25万円
土地の売却収入など （財産収入） 3万円
その他の収入 2万円

合　　計 571万円

生活費 （人件費・物件費など） 193万円
医療・介護費 （扶助費） 62万円
家族への仕送り （補助金・繰出金など） 122万円
家の修繕・増改築 （投資的経費） 96万円
親戚の事業への貸付 （貸付金） 18万円
ローンの返済 （公債費） 76万円
預金 （積立金） 4万円

合　　計 571万円

預金残高 （R2年度末基金残高見込） 51万円
ローン残高 （R2年度末県債残高見込） 1,123万円

県
け ん さ い

債（県の借金）について

抑
よ く せ い

制に努めるものの、発行額と残高が増加。
　県民の皆

み な

さんの安全・安心を守るための防災・減災、
国土強

きょう

靭
じ ん

化
か

対策のほか、2024年の国民スポーツ大会・
全国障害者スポーツ大会関係の施

し

設
せ つ

整備などにより、
今後、県

け ん さ い

債残高は増加する見
み こ

込みです。

県庁財政課お問合せ

県庁人事課お問合せ

077-528-3187TEL

077-528-3154TEL

077-528-4817FAX

077-528-4815FAX

be00@pref.shiga.lg.jpe

http://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/jinji/HP

※一般会計とは別に、特定の事業や貸付金などを管理する10の「特別会計」と民間企業と似た会計を行う5つの「企業会計」があります。

（単位：百万円）

（億円） 臨時財政対策債 実質的な県債残高

H30H29H26H25 H27 H28 R元 R2

10,79410,76010,56810,445 10,641 10,667 11,113 11,234
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12,000

4,5624,5044,1833,898 4,343 4,431 4,549 4,530

6,2326,2566,3856,547 6,298 6,236 6,564 6,704

（注）平成30年度までは各年度末残高であり、令和元年度は最終予算額、
　　令和2年度は当初予算額に基づく各年度末現在の見込額です。
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